
今年度のテーマ：（例）月初にロス対策会議を実施し情報の共有化を図り、全スタッフの商品管理水準向上とハード＆ソフトの重点施策の強化で当店の不明ロス率を0.7%⇒0.35%に改善する。   NPO法人　全国万引犯罪防止機構

今年度の目標数値：（例）衣料品の不明ロス率0.8％⇒0.3％、化粧・医薬品不明ロス率0.9％⇒0.4％、住余品の不明ロス率0.7％⇒0.4％、食品0.6％⇒0.3％に向けて、「万引対策がすすむ 10 のポイント」※を実践する。 ロス対策年間チャート制作小委員会 

日常的

季節柄

2022年度　ロス対策年間チャート全体の概念図（発表用）
※文字量が多いので印刷の際はÅ３サイズを指定ください。 対象期間：2022年4月から2023年3月 令和4年4月25日

全国の万引検挙・補導人員
の指数
（検挙数/中心化移動平均×100）
期間：2019年1月～2021年12月
売上高は同時期の商業統計より算
出

項目　　　　＼　　　　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

社会の年間行事と
季節の出来事
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万引対策関係の年間行事

※正確な認定試験の開催日は主

催団体にお問い合わせください。
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万引される
商品（群）

①食料品、②酒、たばこ③化粧品(コスメ、乳液)、④衛生用品（マスク）、⑤サプリメント、健康食品(ダイエット)、⑥シャンプー、歯みがき粉、⑦小型家電（ドライヤー、電動歯ブラシ、シェーバー）、⑧家電製品（空気清浄機、クリーナー）、⑨スマートフォン周辺機器、⑩玩具全般（男児玩具）、⑪服飾（靴、財布、鞄）、⑫スニーカー、⑬マグボトル、⑭ペット用品

①ゴルフ用品
②財布、名刺入れ
③辞典、参考書、専門書
④草刈機、ﾄﾗｸﾀｰ等の農機具
⑤ケース入り5月人形
⑥春物服飾品、雑貨
⑦花粉症薬、ﾏｽｸ、空気清浄
器
⑧機能性マットレス
⑨眼鏡フレーム
⑩文房具

①キャンプ用品
②スポーツシューズ
③釣具（ルアー、リール）
④園芸用品
⑤日焼け止め
⑥目薬
⑦虫除けマット、スプレー
⑧ランドセル
⑩雑貨・アクセサリー

①サングラス
②盛夏用インナー
③マグボトル、子供用水筒
④水着
⑤傘
⑥虫除けマット、スプレー
⑦日焼け止め
⑧浄水器
⑨扇風機
⑩盛夏用衣料

①扇風機　②浄水器　③水着
④浴衣　⑤サングラス
⑥虫刺され、かゆみ止め薬
⑦水虫薬
⑧虫除けマット、スプレー
⑨日焼け止め
⑩毛染め　⑪盛夏用インナー
⑫ビール　⑬うなぎ
⑭バーベキュー用食材
　

①駄菓子や氷菓子　②扇風機
③水着　④浴衣
⑤虫刺され、かゆみ止め薬
⑥水虫薬　⑦日焼け止め
⑧栄養剤、漢方薬
⑨盛夏用インナー
⑩小型玩具　⑪筆記具
⑫若者向け化粧品のケイト等
⑬ビール⑭花火

①秋物衣料
②服飾小物
③圧着工具、ハンドプレス
④羽毛布団
⑤育毛剤
⑥ランドセル
⑦眼鏡フレーム
⑧七五三セット

①ランドセル　②七五三セット
③スポーツウエア
④スーツケース
⑤秋祭り用食材
⑥育毛剤
⑦羽毛布団
⑧婦人紳士アウター
⑨暖房器具
⑩冬物服飾(手袋、ﾏﾌﾗｰ)
⑪ハロウィングッズ

①年賀葉書
②冬物服飾(手袋、ﾏﾌﾗｰ、ｶｼﾐ
製品)　③風邪薬
④育毛剤　⑤炊飯器
⑥高額調理器具
⑦ランドセル
⑧自動車用品（ﾗｲﾄ・ﾊﾞﾙﾌﾞ等）
⑨羽毛布団
⑩温感インナー
⑪玩具、⑫ルアー、釣具小物

①高額酒類　②貴金属類
③冬物服飾(手袋、ｶｼﾐﾔ製品)
④玩具　⑤ゲーム
⑥お菓子　⑦風邪薬
⑧炊飯器　⑨高額調理器具
⑩ランドセル　⑪布団乾燥機
⑫高級食材（かまぼこ、伊達
巻、ｶﾆ、すき焼き用肉、ﾏｸﾞﾛ）
⑬ウインタースポーツウェア
⑭書籍・雑誌

①財布　②手帳
③炊飯器　④クリーナー
⑤羽毛布団　⑥ランドセル
⑦風邪薬
⑧湿布薬、ｻﾎﾟｰﾀｰ
⑨冬物服飾(手袋、ｶｼﾐﾔ製品)
⑩スニーカー
⑪高額鍋調理器具
⑫高級酒
⑬ウインタースポーツウェア

①風邪薬
②炊飯器
③高額調理器具
④酒類
⑤湿布薬、サポーター
⑦3月人形
⑧ランドセル

①入学入園スーツ
②フォーマル小物
③高額地球儀
④マスク
⑤空気清浄器
⑥手帳、文房具
⑦眼鏡フレーム
⑧子供靴
⑨機能性マットレス
⑩新生活用（雑貨関連）

ソフト面の対策

（例）

Ａ．万引対象商品の情報共有
と防犯対策を協議する。（警備
員との協力も必要です）
Ｂ．自店ロス商品をネット、フリ
マアプリ、買取業者のＨＰで販
売金額や買取金額をチェック
する。
Ⅽ．新人スタッフに万引防止
の研修を行う。
・万引犯を見つけた際の対応
時（連絡体制・呼び出し放送）
訓練
・商品が大量に無くなっている
ことを発見した時の連絡体制
の確認
・万引犯を深追いし、殺傷や交
通事故に遭わないよう指導
・社内情報やセキュリティ情
報、ユーザー等の個人情報を
許可なくSNSにアップしないよ
う指導

A．万引防止の研修を行う
・休憩交替時の声掛けをしっ
かり、ハッキリするようにする。
・万引対象商品は、時間を決
め在庫の確認を行っていく仕
組み作りを行う。
・商品を手に持って歩いている
お客様には、あいさつと微笑
みを。　　　　（カート内の商品
の上に財布を置いて歩いてい
る場合は特に注意してあいさ
つを行う。）

A．万引防止の研修を行う
・梅雨の時期には傘に商品を
隠して万引きされることがある
ので注意する。
・女性肌着売場やおもちゃ売
場に単独男性が長時間いる
場合は声掛けをする。（万引き
防止以外の目的もあるかもし
れません）
・顔が見えない帽子やサング
ラスを掛けている不審者に
は、あいさつなどの声掛けを
する。
・売場を不規則に巡回するよう
に指導する。

A．万引防止の研修を行う
・学生への声掛けを夕方、必
ず行うように指導する。夏休み
期間は終日行うようにする。そ
の際は相手の顔を見てあいさ
つを行うようにする。
Ｂ．水虫薬などの夏商品を大
量に陳列する際は、レジ前な
ど死角に置かないようにする。
C．値札やパッケージが捨てら
れないように試着室内や店内
出口前にゴミ箱を設置しない。
E．父の日のセール後は財布
等高額商品の陳列数を減ら
す。
F．多言語ＰＯＰ掲示
https://www.keishicho.metro.t
okyo.jp/kurashi/anzen/manbiki
/relations.html

Ａ．棚卸前に返品や廃棄処理
を済ませておく。棚卸後は、部
門別・商品別の不明ロス率を
確認し、その対策（分析・評価
など）を協議しておく。
Ｂ．万引防止の研修を行う
・学生の万引が増える時期な
ので、おもちゃ売場/服飾関連
の巡回を強化する。
．品出し作業などをする際は
お客様に声掛けを行うように
する。（あいさつ強化月間に定
めている店舗もあります）
C．声掛け内容や、店舗巡回
の内容（例：トイレに行く時は
必ず化粧品チェック）を見直し
する。（警備員を交えてくださ
い）

Ａ．棚卸の数値を確認し、部門
別・商品別の不明ロス率を確
認し、その対策を協議してお
く。不明ロス率を部門評価を入
れることでスタッフの関心が高
まる。
Ｂ．社長、店舗開発、演出部、
営業管理、警備、人事、監査
を交えたロス対策会議の実
施。
Ｃ．万引防止の研修を行う
・従業員の休憩時の隣接売場
スタッフの協力体制を確認す
る。
Ｄ．従業員が手薄な時間帯に
は、警備員や管理職スタッフ
の巡回を徹底する。
Ｆ．万引されにく売場作りの情
報などの共有。
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20
140917.pdf

Ａ．万引防止の研修を行う
・不審者が複数で来店した場
合の応援体制を確認する。
（来店者にあえて分かるようす
る場合もあります。）
Ｃ．秋採用の新人スタッフに万
引防止の研修を行う。（4月同
様）
Ｄ．近隣店舗と不明ロスに関
する情報交換を行う。他店に
比べロス率が高い場合は大
量万引や内部不正が発生し
ていると考え対策を実施す
る。

A．万引防止の研修を行う
・年間で万引検挙数が一番多
い月であることをスタッフに説
明する。
・コートやジャンパーの袖の中
に手を隠している場合は、あ
いさつを励行する。
D．フィッティングルーム内で値
札を隠されないよう、鏡裏や
カーペットの下などのスキマを
なくす。

A．陳列量が増える季節であ
るが通路を確保することで万
引されにくい環境を作る。
B．万引防止の研修を行う
・大量に商品をカートに積んで
いるお客様を見かけたらレジ
案内の声掛けを行う。
・死角に移動された商品や放
置カゴを発見した時の対応を
指導する。まだ犯人がいる可
能性があるので警備員呼び出
しの店内放送を流し犯行を牽
制する。記録映像の確認を行
い今後の対策に役立てる。
Ｃ．大型用品でも購入したこと
が分かる大袋などを用意す
る。

Ａ．万引防止の研修を行う
・上着に小物商品を隠すケー
スが増える季節なので、商品
をお持ちのお客様に対して買
物かご利用の声掛けを徹底す
る。
・カートに乗せた買物かごの手
前側にマイバックを入れてい
るお客様を見かけたら、あいさ
つを行う。
・顔が見えない帽子やサング
ラスを掛けている不審者に
は、あいさつなどの声掛けを
する。
・万引常習者はいつも同じ上
着や靴を身につけているケー
スが多いので、店舗の万引常
習者の服装を従業員で共有す
る。
Ｆ．来期のセキュリティ対策費
を予算化しておく。

Ａ．棚卸前に返品や廃棄処理
を済ませておく。棚卸後は、部
門別・商品別の不明ロス率を
確認し、その対策（分析・評価
など）を協議しておく。
Ｂ．万引防止の研修を行う
・店内放送を利用した、不審
者対応を教育する。
Ｃ．美容部員やメーカー販売
員が退社する際は、商品を鍵
のかかる場所に移動させ、責
任者や警備員に連絡する。

Ａ．万引防止研修内容を見直し
を行う。
B．新人研修/新店長研修にて
防犯対策のカリキュラムを実施
する。
C．年度末に1年間の万引被害
の実績をまとめ翌年度対策を
協議する。
Ｄ．店長の交代時にセキュリ
ティ面の引き継ぎを実施する。
Ｅ．フォーマルスーツは上下で
違うサイズが狙われないように
アンビタッチ等で留める。

ハード面の対策

（例）

A．換金の可能性がある商品
や高額品には必ず管理タグを
取り付ける。
Ｂ．在庫（陳列）数量に配慮す
るようにする。
Ｃ．ボリューム陳列する時は、
防犯タグをもれなく取り付け、
または空箱にする。
Ｄ．大量盗難防止のため、フッ
ク商品にストップロックを取り
付ける。（機会ロスを避けるた
め1品はロックの手前に置く）

Ａ．換金性の高い商品に関し
ては、最小限度の在庫量で展
示しモレなく管理タグを取り付
ける。
Ｂ．対策が難しい特定の商品
は、倉庫在庫にしてレジ渡し
にする。
C.　セルフレジの不正はパブ
リックビューモニター（録画中
POPの設置）で不正をさせな
い環境作りをする。

Ａ．高級サングラスに管理タグ
を使用する。
Ｂ．夏物商品が大量に入荷す
る時期につき在庫が増えるた
め、売り場を整理整頓し通路
幅が狭くならないようにする。
Ｃ．日焼止めは店頭に陳列す
ることが多いが、けん制効果
を期待しセキュリティシステム
本体の外側には置かないよう
にする。

A．夏のセール前にセキュリ
ティシステム（機器本体/解除
器）の点検。
Ｂ．本部で点検シートを準備す
る。
点検シート例
http://www.jeas.gr.jp/2013071
1.xls
C．繁忙期は管理タグの消去/
取り外しモレが増加します。責
任者より定期的な指導をす
る。（セキュリティシステム本体
の電源を切らないようにしてく
ださい）

Ａ．地震・台風・水害への対策
Ｂ．災害時に侵入盗や万引が
増加する場合があるので防災
に向けた各種情報に関心を持
つようにする。
Ｃ．児童が作成した万引防止
の標語を店内に掲示すると高
齢者万引の抑止になる。

A．高齢者万引の多い店舗
は、高齢者対策用のPOPを掲
示する。「ベテラン世代ポス
ターpdf」で検索ください。
B．万引再犯防止ための動画
https://www.pref.kanagawa.jp
/docs/n7j/saihanboshi/kourei
sha-manbikiboushi.html

Ａ．資産の持ち出しや防犯画
像の目的外利用（ネット等へ
の漏えいなど）が無いよう取り
扱いに十分に注意する。
Ｂ．軽衣料品や小物には簡易
のソフト管理タグやインクタグ
を活用する。
Ｃ．ハンガーや什器に鈴などを
付け「音に従業員が気づく」手
段（工夫）も一定の効果あり。

A．秋冬物を品出しする際、タ
グ付け基準商品はモレなく管
理タグを取り付ける。
Ｂ．レイアウト修正の際、死角
が対策を考えた演出物の配置
にする。死角は防犯カメラやミ
ラーで対応する。
Ｃ．日焼け、破れ、汚れている
演出物の交換をしておく。
Ｄ．同業店や海外の店舗のセ
キュリティ対策を店舗視察す
る。

A．換金性の高い高額品には
頑丈な管理タグの取り付け。
B．ランドセル等、特定の季節
柄盗難多発商品は管理タグを
取り付けたうえ、従業員の目
に入りやすい位置に陳列す
る。
Ｃ．店内マナーを示したＰＯＰ
表示の取付け確認。「各階精
算となっております」「試着室
持ち込みは2点までにお願い
します」「テスターは使用後元
の位置にお戻しください」

A．クリスマスに向けて新商
品、売り出し商品が大量に陳
列されるため、管理タグの取り
付け強化。
B．管理タグにシールを貼った
り、油性ペンで色づけをした
り、店内で管理タグが発見さ
れたときに「どのカテゴリーの
商品か分かるように」する。
（再発未然防止が目的）
C．什器下段の鍵付きストック
場所の施錠忘れのチェックを
怠りなく。

A．詐欺行為者や悪質なク
レーマー情報を地域や業界内
で共有しておく。

地域と連動した対策

（例）

Ａ．近隣の店舗に被害内容を
連絡する。（仕組みにする）
Ｂ．地域行事や学校行事の年
間予定表の入手。
Ｃ．警察HPから近隣の万引等
の犯罪発生状況データを入手
する。例として警視庁「事件事
故発生状況マップ」

Ａ．巡回ボランティアや警察官
にねぎらいのあいさつを行う。
Ｂ．認知症のサポートをされて
いる専門機関（地域包括支援
センターなど）との情報交換。

A．職場体験の子供たちに万
引被害の実態説明と万引防
止の必要性を呼びかける。
Ｂ．近隣警察署作成の「万引
き防止ポスター」を店頭及び店
内に掲示する。
Ｃ．商店街放送や全館放送で
万引防止の呼びかけを行う。

Ａ．「万引全件届出」などの万
引防止キャンペーンへの積極
的な参加。（本部も支援する）

A．条例に違反して深夜に入
店する青少年には帰宅するよ
うに促す。駐車場でたむろして
いる場合も同様。無視する場
合は110番通報をする。
B．店舗回りのごみ拾いや草
むしりは近隣までさりげなく行
う。

A．万引対策の会合やセミ
ナーが各地で開催される。
B．顔認証システムを導入企
業は、内外の方々へ導入理由
と管理体制が説明できるよう
にしておく。

A．年明け初出勤の受信メー
ルには、詐欺・ウィルスが含ま
れる頻度が高いので要注意。

A．店員向け万引対策の研修
や巡回ボランティアの研修会
が各地で開催される。

A．日経主催のセキュリティ
ショーやリテールテックが開催
され、万引防止システムの機器
展示や万引対策のセミナーが
開催される。各社や各地域の
取り組み事例が紹介される。

A．警備員はメーカー販売員
のシフト表を事前に入手して
おき、手薄な時間帯の警備手
段に工夫する。（巡回パターン
の方法、警備室でのカメラ監
視など）
B．レジカウンターに設置して
ある緊急スイッチの点検とス
タッフ全員に緊急呼び出し訓
練を行っておく。

A．セキュリティシステムとカメラ
の連動により万引常習犯の画
像を確認する。
B．高額で転売されるブランド品
などの特定商品はGケースに
入れ施錠する。
C.　家電製品やスマホなどの展
示品をケーブル式センサーや
自鳴式タグを取り付ける。

A．高額商品には、管理タグを
複数取り付ける。
B．大量に商品をカートに積ん
でいる場合はレジ通過まで確
認する。
Ｃ．缶ビールやお米にも管理タ
グを取り付ける。
Ｄ．万引防止放送を実施す
る。
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20
200519.zip

Ａ．マスクを装着している不審
者は、画像確認の際は服装や
持ち物も注意する。
Ｂ．カメラシステムなどの機器
点検をする。特に店外と風除
室のカメラは必須。
Ｃ．掃除機や炊飯器などの大
型高額商品は陳列品同士を
ワイヤー式センサーでガード
する。
D．死角に人が通るとその映
像を流すモニターを設置する
と抑止効果がある。
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例年、8月は未成年、特13歳未満の万引が多くなる時
期ですが、コロナ感染予防のため外出が制限されてい
たので、減少したものと考えられます。

店舗管理者以外コピー厳禁 「万引防止年間チャート制作」は【全体の概念図】です。Excelデータを受け
取られた各団体や各地の万引防止協議会の皆様は、各団体・組織の状
況に合わせ【全体の概念図】を修正してご活用ください。

売上指数は低い時期ですが、万
引検挙指数は高くなります。商
品の入れ替え作業は作業場所
や時間を工夫し、死角の少ない
売場を維持してください。

11月は年間を通して万引検挙数が多くなる時期です。店頭
用の万引防止ポスターは掲示されていますか？ 各担当者
との情報共有はOKですか？ 防犯機器は活用されています

14歳未満の万引が多くなる時期で
す。（指数142） 特に集団での来
店には注意が必要です。イジメが背
景にある場合が多いので必ず警察上半期で最も検挙数が多くなる時期です。不

明ロス対策漏れがないか確認をお願いしま

す。
店舗管理者用万引防止セルフチェック表
https://www.jeas.gr.jp/pdf/20150602-1.pdf

※ http://keibihosho.blogspot.jp/2013/04/blog-post_3824.html#!/2013/04/blog-post_3824.html 協力：工業会日本万引防止システム協会

年々全年代で万引が多くなっています。。万
防機構HPにある「マイバッグ使用マナー」
「JEASのHPにある店内放送活用を検討くだ
さい。

「ロス対策」メールマガジ
ン登録で、最新セミナー
や対策情報を入手
https://www.jeas.gr.jp/mail.html



2022度版 ロス対策年間チャートご利用いただいた皆様へ

この１年間の万引対策まことにお疲れ様でございました。

また、2022年度版ロス対策年間をご利用いただきありがとうござい

ました。

この年間チャートは、皆様よりお寄せいただいた情報に基にして作

られております。今後さらにより良い内容にするために、皆様より

の月毎の「被害品情報」や「対策情報」をお待ちしております。

情報提供いただいた皆様には「最新のロス対策年間チャート」と

「当機構の会報（万防時報）」をお送りいたします。

今後とも継続的な不明ロス対策をよろしくお願いします。

2022年4月25日

ロス対策年間チャート制作小委員会（２０１３年１２月１５日設置）
特定非営利活動法人全国万引犯罪防止機構
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-2 書店会館 4階
TEL：03-5244-5612 FAX：03-5244-5613

問い合わせ：https://www.manboukikou.jp/contact/

士官たちの正義と信頼を基に作られたチャート（海図）の歴史秘話

近世以前にも海図はあったはずですが現存しているものはありません。

それはある場所からある場所へ航海する方法を用心深く秘密にしてい

たためです。海図は「領土を増やすカギ」であり、「富への道」であるため

門外不出の秘め事だったのです。そのため、海難事故が世界の各地で

頻発し多くの船乗りたちの人命が失われ続けました。

16世紀から17世紀にかけて、東インド会社ではそれぞれ水路専門家を

雇い、秘密の海図を作っていました。1795年にイギリス海軍の水路部員

ダルリンプルの指導で、イギリス海軍では沿岸の測量がはじまり、こうし

て水路誌が生まれました。
その後、しばらくして、米国海軍海図測器廠（しょう）のモーリーが広範
囲の海図作りの協力体制を提唱しようやく世界的な協力体制が築かれ
ました。これにより各国の船の士官達が、航海日誌を積極的に送ってく
れるようになったのです。モーリーはそのなかから資料を集め、整理して、
海図の中に組み入れました。なお協力した航海士達にはモーリーからの
心温まる礼状と海図のコピーを受け取りました。これによって海上交通
が安全に早く目的地に達することが可能になったのです。米国海軍の海
図には今でも「マシュー・フォンテン・モーリー中尉の調査に基づく」という
銘があります。

出典：われらをめぐる海 (ハヤカワ文庫 NF (5)) 文庫 – 1977/6 

レイチェル・カースン (著) 

ロス対策年間チャートも多くの店舗の方々の協力によって作られており
ます。


